
北房こども園の教育・保育目標 

『心身ともに たくましく 心豊かな 子どもの育成』〇明るく元気な子ども 〇友達と遊べる子ども 〇考える子ども 

５歳児歌「ね」 

  北房こども園だより（令和７年１２月） 

 

 

真庭市立北房こども園 園長 横田 朝子 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会にクリスマス会と行事の多い 12 月。こども園の生活も少しずつ年の瀬を感じられる

ようになりました。園内に少しずつクリスマスの飾りが増えてきて、はなやかな雰囲気に子ど

もたちの心もうきうきしているようです。そして元気に異年齢で発表会を再現して遊んだり、

寒さに負けずに外で縄跳びや鬼ごっこで体を動かしたりする子ども達の姿が見られます。こん

な風に元気でいられるのも、ご家庭で生活習慣に気を付けて過ごして下さっているおかげだと

感謝いたします。 

今年も保護者をはじめ地域の方々には大変お世話になりました。皆様が、よいお年をお迎え

されますよう、お祈りしています。 

たくさんの温かいまなざしと拍手につつまれた発表会！ 

 12月６日に 3歳以上児による発表会を開催しました。今年もそれぞれの学年ごとにゆった

り、人数制限なしで見ていただけるように、学年ごとでの入れ替え制で開催しました。歌、楽

器遊びに劇と、各学年とも子どもと担任とで考えて、作り上げた思いのたくさん詰まった発表

会でした。当日は緊張しながらも精一杯頑張る子ども達に、一人一人の成長を感じていただけ

た温かい時間となりました。保護者の方々の温かいまなざしと拍手、たくさんほめてもらった

経験が、子ども達の達成感や自信、意欲へとつながります。発表会の経験は、それまでの取り

組みも含めてとても楽しかったようです。発表会後も劇ごっこや楽器遊びは、役を代り合って

繰り返し楽しんでいて、まだまだ終わりそうにありません！ 

  
３歳児劇ごっこ「おおきなおいも」 

４歳児劇遊び「ねずみの嫁入り」 

５歳児劇「5枚のお札」 

注：写真は練習時のものです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１月の主な行事予定＞ 

５日（月）保育始め  7 日（水）第 3 学期始業式  ８日（木）園開放  13 日（火）避難訓練・発育測定

週  16 日（金）交通安全指導  19 日（月）絵本読み聞かせ会（4,5歳児）  21 日（水）避難訓練（不

審者）  22 日（木）誕生会  23 日（金）お正月遊び会  26 日（月）絵本読み聞かせ会（2,３歳児）  

28 日（水）5 歳児テーブルマナー体験  29 日（木）外部講師を招いての職員研修  30 日（金）布団・シ

ューズ持ち帰り 

＜２月の主な行事予定＞ 

3 日（火）豆まき・誕生会  ５日（木）園開放   9 日（月）絵本読み聞かせ会（4,5歳児）・  10 日

（火）参観日  12 日（木）卒業写真撮影（5 歳児）  16 日（月）絵本読み聞かせ会（2,３歳児）・発育

測定週  17 日（火）避難訓練・ALT・入園説明会  19 日（木）交通安全指導  27 日（金）布団・シ

ューズ持ち帰り 

ありがとうの焼き芋パーティー 

 12 月 10 日に、今までお世話になった

ボランティアさん方をお招きして焼き芋

パーティーをしました。「いつもお手伝い

をしていただいているからお礼がした

い！」と企画した会でしたが、焚火やアル

ミホイルで芋を包む作業などボランティ

アの方がたくさんお手伝いをしてくださ

いました      ホカホカ暖かい焼き芋に、みん

なの心もおなかもあったかくなり、大満足

な時間となりました。 

みなさん、ありがとうございました！ 

一年生との交流会～手作りおもちゃで遊ぼう！～ 
 12月 9日に 1年生がドングリや松ぼっくりなどの

自然物を使ったおもちゃのブースを作って、5歳児を

招待してくれました。各ブースを回って、どんぐりこ

ろがしなどいろいろな遊びを楽しみました。 

おしらせ・・・北房こども園だよりは HPにも掲載しています。そちらもどうぞご覧ください。 

  

たきびって 

あったか～い！ 

「おうまさん！すごいね！！！」 
 12月 12日に北房小学校で馬の体験があると教

えていただき、こども園の子どもたちも見学に行

かせていただきました。馬をびっくりさせないよ

うに静かに見ようねという約束での見学。短い時

間でしたが柵を飛び越える馬の姿に「すごい

ね！」感動を小さな声で伝え合う姿も      。障害を

飛び越える馬に目を輝かせる子どもたちでした。 


